
秦 野 市 1 

部長会議開催結果 概要 

●日 時 令和 4 年 5 月 24 日（火） 午後 1 時 30 分から午後 2 時 15 分まで 

●場 所 ３Ａ会議室 

●出席者 

■は出席（代理出席は○） 

■ 市長 ■ 内田副市長 ■ 高村副市長 ■ 教育長 

■ 政策部長 ■ 総務部長 ■ くらし安心部長 ■ 文化スポーツ部長 

■ 福祉部長 ■ こども健康部長 ■ 環境産業部長 ■ はだの魅力づく

り担当部長 

■ 都市部長 ■ 建設部長 ■ 上下水道局長 ■ 教育部長 

■ 消防長       
 

進行：副市長 事務局：総合政策課長、課長代理、担当 

陪席：秘書課長 

●会 議 

１ 市長あいさつ 
２ 報告事項 
(1) 令和４年６月秦野市議会第２回定例月会議提出議案等について 

総合政策課・財政課 
(2) 「女子野球タウン」認定に向けた取組みについて     スポーツ推進課 
(3) 土地利用委員会調整部会の審議案件について         開発指導課 
３ その他 

●会議概要 

１ 市長あいさつ 

・５月４日にウクライナ人道支援映画「ひまわり」の上映会をクアーズテッ

ク秦野カルチャーホールで開催したところ、当初予定していた４００名の

定員を超える８００名の申し込みがあり、会場を大ホールに変更した。平

和について改めて考えるよい機会となった。 

・本年４月に施行した「秦野市犯罪被害者支援条例」について、神奈川県弁

護士会の新役員から、本市が相模川以西の県内初の制定ということで評価

いただいた。担当部局からの発案で制定に至ったものであり、これを模範

として、常にアンテナを高く持ち、何が必要か意識して職務に当たり、市

民サービスの向上に努めてほしい。 

・６月議会では、議案４件、報告７件の計１１件を議案として提出する予

定。議会対応においては、資料の内容や経過を十分に確認し、部局間で連

携を図り、的確に説明責任を果たせるよう準備してほしい。各部局長は、

自信を持って丁寧に、時には毅然とした態度で答弁してほしい。 

・県内における本市の新型感染症ワクチン接種率は１位で、１０万人あたり

の感染率は最も低い。これは、職員と市民が一丸となって、取り組んでい

る成果といえる。新型感染症新規陽性者は落ち着きを取り戻しているよう

に見えるが、引続き基本的な感染対策を怠らないようにしたい。 

・新型感染症による地域コミュニティの弱体化を危惧している。この未曽有

の危機を乗り越え、新たな日常の構築に向け、市役所が果たす役割は大き

い。時には大胆に改革改善する機会でもある。慎重かつ迅速に関係者間で

議論し、その成果を夏の総合計画ヒアリングで示していただきたい。 

・今月から業務改善職員提案を募っている。職場の環境を見直す絶好の機会
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である。昨年は、提案数が増えたが、更に多くの職員に提案してほしい。 

・年度明けから１か月半が経過する中、壁に当たっている職員がいないか常

に目配せし、人材育成に励んでいただきたい。 

 

２ 報告事項 

(1) 令和４年６月秦野市議会第２回定例月会議提出議案等について 

総合政策課・財政課 

【説明】資料に基づいて説明 

【意見・質疑】 

 なし 

 

(2) 「女子野球タウン」認定に向けた取組みについて   スポーツ推進課 

【説明】資料に基づいて説明 

【意見・質疑】 

 なし 

 

(3) 土地利用委員会調整部会の審議案件について       開発指導課 

【説明】資料に基づいて説明 

【意見・質疑】 

Ｑ．主な環境創出行為の進捗状況における共同住宅と店舗の完成予定は。 

Ａ．共同住宅は令和５年１月、店舗は本年７月の完成を予定している。 

 

３ その他 

令和４年度所管事務調査について 

(1) 総務常任委員会                  くらし安心部長 

本年５月１０日から１２日にかけて、東日本大震災を踏まえた防災・

減災の取組みについて東北地方３市を視察した。 

ア 福島県白河市では、東日本大震災で震度 6 強の揺れによる家屋全壊

や国指定史跡の石垣の崩落などの復興中で、令和元年の台風 19 号では

川の堤防が決壊し、住宅浸水や橋の崩落などの被害があった。これら

を踏まえ防災マップを更新し、避難場所や危険箇所等の周知を図り地

域防災意識の向上に努めている。 

イ 宮城県岩沼市では甚大な津波被害を受け、震災復興計画を策定し、

被災者の生活再建や産業の再生に取り組んできた。集団移転をした住

宅街では、地域住民のつながりがあり、コミュニティは希薄化してい

ない。災害協定締結後の顔の見える関係づくりや避難所運営での代表

者会議の重要性について話があった。また、防災課の全職員が防災士

の資格を持っている。 

ウ 岩手県遠野市では、市役所が全壊、50 か所の避難所を開設した。内

陸部のため、友好自治体ほか全国各地からの支援物資を津波被害を受

けた沿岸部自治体に送るなど、後方支援を行うことができた。 

いずれの自治体でも、災害時応援協定団体や地域の自主防災組織との
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顔の見える関係づくりが、効果的かつ即応力のある災害対応につながっ

ているなどということなので、本市の防災行政に生かしていきたい。 

(2) 環境都市常任委員会                 環境産業部長 

本年５月１０日から１２日にかけて、中国地方、四国地方３市を視察

した。 

ア 愛媛県西条市では、自立循環型関係人口プラットフォーム構築事業

の取組みを視察した。地元ファンクラブの創設や、発信力のある若い

インフルエンサーの特使任命などによる、人口減少対策に取り組んで

いる。 

イ 香川県三豊市では、地域交通活性化に係る取組みとして、高齢者が

多い地域での電動カートの導入や、高齢者施設の送迎サービスを施設

ごとではなく共同で行う実証実験を行っている。デジタル通貨を実施

した際に評判が良かったが、現金主義のさぬきうどん店が参加できな

いという課題があった。また、秩父ガ浜の海岸でジャンプするインス

タグラムの写真がバズリ、5000人の観光客が 45万人に増え、ネットの

影響力を実感した。 

ウ 岡山県倉敷市では、結果の公表まで時間がかかる国の統計よりも、

産業界との情報交換結果を重視し、倉敷商工業活性化ビジョン案を作

成した。高梁川流域全体の地域活性化を目指し、流域 10 市町の連携を

図り、新分野へのチャレンジ支援やオープンイノベーションなど豊富

なメニューを設けている。 

 


